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している事例の多いことなどが示された。こ
れらの結果を、検査の信頼性や被験者の「低
年齢化」と関連して考察した。描画対象であ
る家・木・人における描画テストとしての意
味性を、なお検討する必要があるだろう。今
回は、人物画をとりあげ、性差および年齢段
階による差などについて検討することとした。
目　　的
　男子学生と女子学生の人物画を分析し、性
はじめに
　描画テストのひとつであるS-HTP法は、家・
木・人の三種を描画させる。家は家庭との関
係を、木はより無意識な自己像を、人はより
意識的な自己像を、それぞれ表すとされる（三
沢、199５）。先回のS-HTP法についての報告（田
畑、2００６　）では、大学生のS-HTPについて縦
断的検討を行った。その結果、個人内の再現
性が高いことや、中学・高校生の結果と近似
描画テストに関する基礎的研究２
── 大学生の人物画
A Fundamental Study on the Drawing Tests 2:
Person Drawings in University Students
田　畑　光　司
TABATA, Koji
　The purpose of this paper was to investigate specification on a person drawing of  
university student. The participants were  148 students, divided into three groups. The  
number of the first grade male group was 35, first grade female group was 64 and third 
grade female group was 49. The drawing tasks were a self portrait and  a whole body. The 
results were interpreted by the drawing features items that had refered by previous studies.  
The occurrence  rate (%) was calculated by these items and analyzed by the statistical 
method. The results were shown in Table.1.  All three groups, more than half of subjects  
showed psychological defense against the person drawings. The placement  about a self 
portrait and  a whole body did show no differences among each three groups. There was no 
difference about the size of these drawings either, too. As for the male group, their drawing 
motivation was poor. The female group drew a lot of smiled portrait than the male.  Better  
communication style was  showed  by the female  group  than the male’s. By the comparison 
of the  third grade and first grade, there was a significant change to the propotion between 
the head and body.  It was shown that the person drawing become slenderer according by 
the age.
キーワード：描画テスト、人物画、自我像
Key words ：drawing test, person drawing, self portrait
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９）似顔絵の向きは、正面か、それ以外か。
1０）似顔絵の表情は、笑顔か、無表情か、そ
れ以外か。
11）毛髪は細かく描写、あるいはぬりつぶさ
れているか。
12）似顔絵のジェンダー表現は適切か。
1３）似顔絵や全身像に不自然な強調があるか。
1４　）全身像の向きは正面か、それ以外か。
1５）全身像はどんな動作をしているか、手
を後ろに組む（隠す）、手を上げて挨拶、
手を前で組む、指は省略されているか、
それ以外か。
1６　）服装は中性あるいは表現しない、それと
も過剰か。
17）装飾品など書き込み（付加物）があるか。
18）線が細いバランスが悪いなど明らかに不
健康・不自然か。
19）頭と身体の比は、０．５頭身から７頭身まで
のどれか。図一に、頭身の例を示した。
結　　果
　表１に出現率の結果を示した。
₁　描画の全体的傾向について
　出現率を比較した結果、一年男子群、一年
女子群、三年女子群のいずれの群においても
同様な傾向を示した項目は以下のとおりで
あった。
・全身像は描いたが似顔絵を描画しないもの
・描画の位置関係（似顔絵が左側）
・全身像における身体部品の欠除
・描画の大きさと配置
・毛髪の描写
・動作のない全身像
・服装におけるジェンダーの強調
差と年齢差の関係について検討する。
方　　法
対象者：保育ないしは心理を専攻する大学
生1４　8名であった。性別は、男子が３５名、女
子が11３名であった。学年は、男子は全員が
一年生（以下、一年男子群とする。）であり、
女子は６　４　名が一年生（一年女子群）で、４　9名
が三年生（三年女子群）であった。
手続き：Ａ４用紙の上半分に自己紹介文を書
かせ、下半分（Ａ５相当）に自己像を描画さ
せた。描画の指示は、「ここにあなたの似顔絵
と全身像を書いてください」とした。
　結果の整理方法：先行研究をもとに、分析
項目を選んだ。各項目の判断基準は以下に示
してある。得られた項目ごとの出現個数を、
人数で除して出現率（％）とした。統計的検
定としてχ二乗検定ないしはｔ検定を行った。
項目の判断基準：
１） 似顔絵と全身像を描画したか、片方だけ
か。
２）似顔絵と全身像の位置関係は、どちらが
右か、左か。
３）似顔絵に鼻や口など顔部品の欠除がある
か。
４）全身像に手足など身体部品の欠除がある
か。
５）似顔絵の表情と全身像の顔の表情に差が
あるか。
６）用紙に対する絵の配置は、上下左右か中
央か。
７）用紙に対する絵の大きさは、大きすぎ、
適切、小さすぎか。
８）似顔絵と全身像のバランスは、どちらか
が大きいか、同じか。
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図₁　頭身の例。左から₁頭身、₃頭身、₇頭身である。
表１　各項目の出現率（％）と頭身数
１年男子 １年女子 ３年女子
　　　　　　人数 ３６　 ６　４　 ５４　
似顔絵 なし ６　1．1 ５9．４　 ５1．9
全身像 なし 2．8 ０．０ 9．３
顔と全身像の位置 顔が左、全身像が右 8４　．６　 7３．1 7６　．2
顔部品の欠除 あり ４　４　．４　 18．8 29．６　
全身像（足や手）の欠除 あり 1４　．３ 17．2 1０．2
顔と全身像の間隔 離れすぎ ３０．8 7．7 ０．０
顔と全身像の表情に差 あり ０．０ 7．7 1４　．３
絵全体の位置 右半部 ０．０ ０．０ 1．9
左半部 ６　３．9 ６　０．9 ４　６　．３
中央部 ３６　．1 ３9．1 ５０．０
絵全体の大きさ 大きい 22．2 21．9 1６　．7
適切 ４　４　．４　 ４　8．４　 ４　４　．４　
小さい ３３．３ 29．7 ３8．9
顔と全身像のバランス 顔が全身像より大きい ４　６　．2 ３8．５ 9０．５
全身像の半分程度 7．7 ３．8 ０．０
顔と全身像の顔が同じ ４　６　．2 ５7．7 9．５
顔の位置 正面以外 ０．０ ０．０ 1．9
顔の表情 なし ３３．３ ０．０ 7．４　
笑顔 ５8．３ 87．５ 77．8
その他 8．３ 12．５ 1４　．8
髪の塗りつぶし あり ４　7．2 ３9．1 ４　４　．４　
顔の男性性・女性性 強調あり ０．０ 7．8 ０．０
全身像のジェンダー 強調あり ０．０ 1．６　 1．9
動作 なし ６　５．7 ５３．1 ６　３．３
手を後ろに ０．０ 7．8 1６　．３
挨拶 2０．０ 21．9 1６　．３
手を前で組む ０．０ ０．０ ４　．1
指を描かない ５４　．３ 18．8 ３０．６　
その他 ５．7 ６　．３ ０．０
服装 服を描かない、中性的 ４　０．０ ３7．５ 2０．４　
強調あり 28．６　 ４　2．2 ３４　．7
付加物（装飾品など） あり ０．０ 9．４　 12．2
明らかに不健康・不自然 ４　1．7 ４　．7 1．9
　　　　　頭身の平均 2．9 2．7 ３．５
　　　　　頭身の標準偏差 1．４　 1．０ 1．３
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　・似顔絵と全身像が離れているものは一年
男子に多い＊＊
　・似顔絵と全身像の表情差は三年女子に多
い＊＊
　・似顔絵が全身像より大きいものは三年女
子に多い＊＊
　・似顔絵と全身像が同等なものは一年男子
が多い＊＊
　・無表情の似顔絵は一年男子が多い＊＊
　・身体描写の強調は一年男子に多い＊
　・手を後ろに組む全身像は三年女子に多い
＊＊
　・手を前で組む全身像は三年女子に多い＊
　・服装が中性的ないしは表現なしのものは
一年男子に多い＊
　・付加物があるものは三年女子に多い＊
　・平均頭身数は三年女子が大きかった＊
　・不健康・不自然な描画は一年男子に多い
＊＊
考　　察
₁　描画の全体的傾向
　描画における自画像は、意識的な自我を投
影するものとされる。似顔絵と全身像のうち
片方しか描かないことは、自我表現に対する
防衛意識があるためと思われる。指示の半分
に応じることで、被験者としての適応的応答
としたのだろう。一年男子群、一年女子群、
三年女子群、いずれの群でも半数以上のもの
が全身像は描いたが、似顔絵は描かなかった。
描画テストにおける自我表出への抵抗を示す
ものは、男女でも、年齢差でも同じような割
合で存在すること、かつ半数以上いることが
示された。投影法の中では描画法は抵抗の少
ないことが指摘されている（三沢、199５）が、
今回の結果から、描画検査においても検査に
₂　統計的検定の結果
　出現率についてはχ二乗検定、平均頭身数
についてはt検定を行い、有意差を示した項
目は以下のとおりであった。（＊＊はp< ０．０1、
＊はp< ０．０５）
１）一年男子群と一年女子群間で有意差を示
した項目
　・顔部品の欠除は一年男子に多い＊
　・似顔絵と全身像が離れているものは一年
男子に多い＊＊
　・似顔絵と全身像の表情差は一年女子に多
い＊＊
　・無表情の似顔絵は一年男子に多い＊＊
　・笑顔の似顔絵は一年女子に多い＊
　・似顔絵の化粧顔は一年女子に多い＊＊
　・手指のない全身像は一年男子に多い＊＊
　・不健康・不自然な描画は一年男子に多い
＊＊
２）一年女子群と三年女子群で有意差を示し
た項目
　似顔絵が全身像より大きいものは三年
女子に多い＊＊
　・似顔絵と全身像が同等なものは一年女子
に多い＊＊
　・似顔絵が全身像の１/ ２以下であるもの
は一年女子に多い＊
　・似顔絵の化粧顔は一年女子に多い＊＊
　・服装が中性的ないしは表現しないものは
一年女子に多い＊
　・平均頭身数は三年女子が大きかった＊＊
３）一年男子群と三年女子群で有意差を示し
た項目
　・全身像を描かないものは三年女子に多い
＊＊
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るいは鼻や口など描かれないものが多かった。
これは描画技術の稚拙さによる意欲の低下と
も考えられるが、男子は、自己像があいまい
であり、相手に対するコミュニケーション意
欲が女子と比較して希薄なものであったこと
も考えられる。
　手指の描写は外界への接触意欲と関係する
だろうが、一年男子は手指を描かないものが
多かった。これらに対して一年女子は顔表情
に笑顔を描くものが多く、この点でも女子の
コミュニケーション意欲の高さと、男子の低
さがあったことを伺わせる。
₃　一年女子群と三年女子群
　三年女子は一年女子と比較して、似顔絵を
大きく、かつ全身像の頭身が大きいという結
果が得られた。スタイルのいい全身像を描い
たことになる。大きな似顔絵は自我の安定化
を示し、頭身は、漫画的ないしは幼児的自我
からの成長の反映と考えれば、年齢差が示さ
れたものと考えられる。児童は大頭を描画す
るという報告（Machover、197４　）や、成長に
伴いより小さな人物画を描くという報告（三
沢、199５）もこれを支持するだろう。
₄　一年男子群と三年女子群
　三年女子は一年男子と比較して、無表情の
ものは少なく、手を前後に組むなどのポーズ
を示す全身像が多かった。また、服装の表現
は豊かであり、付加物も多かった。どちらか
といえば華やかといえる描画であった。頭身
においても三年女子は、一年男子より頭の小
さな、よりスマートな全身像を描画した。年
齢差が反映したものと思われる。
　今回、男子学生の描画に多くの問題がある
結果が得られた。「不健康・不自然」の項目
抵抗を示すものがいるために、抵抗を少なく
するために課題の提示方法などを工夫するべ
きであることが考えられる。
　描画の位置や似顔絵と全身像の大きさのバ
ランスは、描画者の基本的な心理状態が反映
される（日比、198６　）が、これらには群差が
なかった。検査に抵抗を示すことなく、描画
テストの指示通りに絵を描いた被験者は、男
女でも年齢差でみても、検査を受ける態度に
差がなかったものと思われる。しかし男子学
生では不健康・不自然な描画が有意に多くみ
られた。弱い線描写、重ねがき、書き直しな
ど技術的な稚拙さも示すものもあった。技術
的な稚拙さが描画への苦手意識となり、協力
的でなかったことも考えられるが、保育や心
理という人間を対象とする学問を学ぼうとす
る学生の基本的な態度としては、男子学生の
結果からは問題のあることが示されている。
　髪や服装はジェンダーの表現であると考え
られる。これらには群差がなかった。男性は
男性なりに、女性は女性なりに表出をするこ
とが示された。
　全身像における動作は、自我の他人へのコ
ミュニケーションサインである。動作を示さ
ない描画の出現がいずれの群でも同じ傾向で
あったことは、このようなスタイルでのコ
ミュニケーション表出を望まないものが、男
女でも年齢差でも同じような割合であったこ
とが考えられる。検査に対する態度は、それ
ぞれの群では大きな相違がなかったものと思
われる。
₂　一年男子群と一年女子群
　一年男子は、線が細いなど明らかに不健康・
不自然と思われる描画が多くあった。似顔絵
と全身像が離れて描かれたり、顔は無表情あ
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が有意に多かった。彼等の描画は、描画の大
きさと配置では女子と比較して明らかな差は
ないものの、似顔絵と全身像が大きく離れ、
顔に表情がなく笑顔も少なかった。顔部品の
欠除は多かった。男子学生は、相手への親和
的な表出感覚が乏しいことが考えられる。全
身像を見ると、指を描かないものが多く、細
やかな感情を伝える意欲が希薄であったこと
も考えられる。傾向としては男性学生は女子
学生と比較して、未熟でコミュニケーション
意欲が乏しかったといえるし、女子学生はコ
ミュニケーション意欲が高かったともいえる。
これらの相違は、男性保育士の適正という問
題とも関係するだろう。女子学生は男性保育
士に肯定的である（伊藤、1981）が、今回の
結果では男性側にコミュニケーションにおけ
る問題があったことが示された。このような
相違があることを前提にして、保育専攻の男
子学生に指導上の配慮をする必要があるだろ
う。
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